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子
ど
も
手
当
と
は

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
千
円

を
父
ま
た
は
母
な
ど
（
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、

生
計
を
同
一
に
す
る
人
）
に
支
給
す
る
制
度
で

す
。

　

今
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
人
は
、
基
本
的
に
児
童
手
当
の
支
給
対
象
児

童
に
つ
い
て
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
子
ど

も

（
原
則
と
し
て
中
学
２
年
生
と
中
学
３
年
生
）

が
い
る
場
合
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
の
種
類

①
子
ど
も
手
当
認
定
申
請

・
手
当
て
の
対
象
と
な
る
児
童
が
中
学
２
年
生

と
中
学
３
年
生
の
み
い
る
場
合

・
所
得
制
限
な
ど
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
場
合

・
児
童
手
当
の
現
況
届
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

②
子
ど
も
手
当
額
改
定
申
請

・
本
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
、
か
つ
、

新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
中
学
２
年

生
と
中
学
３
年
生
が
い
る
場
合

●
手
続
き
の
方
法

４
月
下
旬
に
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
子
育
て
支

援
課
か
ら

『
申
請
書
』
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

同
封
の
封
筒
で

『
申
請
書
』
と
必
要
書
類
を
ご

返
送
く
だ
さ
い

（
窓
口
で
の
受
付
も
し
ま
す
）
。

●
届
出
場
所　

子
育
て
支
援
課

●
届
出
に
必
要
な
も
の

・
受
給
者

（
養
育
者
）
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

※
額
改
定
は
不
要

・
受
給
者
の
銀
行
口
座
の
写
し 

※
額
改
定
は
不

要・
印
鑑

（
郵
送
申
請
は
申
請
書
と
口
座
振
替
依

頼
書
に
押
印
し
て
く
だ
さ
い
）

　

子
ど
も
と
別
居
の
場
合
、
子
ど
も
の
住
民
票

の
写
し

（
市
外
の
場
合
）
と
監
護
事
実
申
立
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
間　

４
月
19
日

（
月
）
～
９
月
30
日

（
木
）

※
本
年
４
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
９
月
30
日

（
木
）
ま
で
に
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
当
の
支
払
期
月
は
６
月
、
10
月
、
２
月
で
、

前
月
分
ま
で
の
手
当
を
お
支
払
し
ま
す
。
６
月

に
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
５
月
21

日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
務
員
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］
子
育
て
支
援
課　

☎
63

・
１
４
１
７

４月から子ども手当制度が始まりました

【
子
宮
が
ん
と
ワ
ク
チ
ン
】

　

子
宮
が
ん
は
大
き
く

「
子
宮
体

が
ん
」
と

「
子
宮
頸
が
ん
」
の
２

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
今
回

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
が

接
種
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

【
子
宮
頸
が
ん
と
ウ
ィ
ル
ス
】

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
主
に
扁

平
上
皮
が
ん
で
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
…h

u
m

an
 

p
ap

illo
m

aviru
s

）
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ウ
ィ
ル
ス
は
広
く
世
の
中
に
存

在
す
る
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
、
100

種
類
以
上
の
型
が
知
ら
れ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
一
生
に

一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
発
が
ん
性
の
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

は
そ
の
中
の
15
種
類
程
で
、
も
ち

ろ
ん
感
染
し
た
全
て
で
が
ん
化
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
90
％
以
上

は
体
内
か
ら
自
然
に
排
除
さ
れ

ま
す
が
、
一
部
の
排
除
さ
れ
な
い

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
か
ら
異
形
成
そ

し
て
が
ん
化
へ
と
進
み
ま
す
。
今

回
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
日
本
で

の
子
宮
頸
が
ん
全
体
の
約
70
％

（
20
歳
台
の
子
宮
頸
が
ん
の
約
90

％
）
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
の
感
染
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

は
感
染
し
て
い
る
ウ
ィ
ル
ス
を
消

失
さ
せ
る
治
療
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
再
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
】

▼
接
種
対
象　

10
歳
以
上
の
女
性

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
す
る
前
の
接
種

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
の
可
能
性
の
あ
る
人
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
が

ん
検
診
で
異
常
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

▼
接
種
回
数　

３
回

（
初
回
、
初

回
か
ら
１
カ
月
後
と
６
カ
月
後
）

▼
接
種
費
用　

１
回
１
万
５
千
円

（
市
民
病
院
で
の
接
種
の
場
合
）

※
保
険
適
用
外
の
た
め
全
額
自

己
負
担
で
す
。

[

問]

市
民
病
院
内
科
外
来
受

付
☎
63

・
１
１
１
５

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
ま
す
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　荒尾第二小 ・ 荒尾第三小の統合小学校の校名を公募しましたところ、 158 人から 164 件、

128 種類の応募をいただきました。 多数のご応募、 大変ありがとうございました。

　それを受けて、 統合準備委員会総務部会および教育委員会で慎重に審議を行った結果、

「万田小学校」 （案） に決定しました。

　この校名 （案） には、 親しみやすさや地域性があるとともに、 子どもたちの成長を願う応募者

や委員の皆さんの思いが込められています。

　なお、 今後市議会の議決を経て正式決定されます。 平成 23 年 4 月の開校に向けて準備を

進めてまいりますので、 引き続きご理解とご協力をお願いします。

※市ホームページでもお知らせしていますので、 ぜひご覧ください。

[ 問 ] 荒尾市立小中学校統合準備委員会 （荒尾二小 ・ 荒尾三小） 事務局

　( 教育委員会教育振興課　学校規模適正化推進室 ) ☎ 63-1653

統合小学校 （荒尾第二小 ・ 荒尾第三小）

の校名 （案） が決定しました

荒尾市立万
ま ん だ

田小学校

　市では、 国の 「子どもの読書活動の推進に

関する法律」 に基づく子どもの読書活動の推

進に関する基本的な計画、 および熊本県子

どもの読書活動推進に関する基本計画 「肥

後っ子いきいき読書プラン」 の趣旨を踏まえ、

荒尾市の子どもたちが自主的に読書活動を

行うことができるよう、 環境の整備を図るため

の協議組織として、 平成 20 年 7 月に荒尾

市子どもの読書活動推進実行委員会を設置

しました。

　　また、 国では平成１７年に国民に広く読書

を勧めることを目的とした 「文字 ・ 活字文化

振興法」 が施行され、 5 年目の今年 （平成 22 年） を新たに 「国民読書年」

と定めました。 政官民協力のもと、 国をあげて国民に読書を勧めるためのあら

ゆる努力を重ねることを宣言されています。

　そこで、荒尾市子どもの読書活動推進実行委員会を中心にして、家庭・学校・

地域 ・ 図書館などの連携を強化し、 子どもたちと本をつなぐ取組を積極的に行

っていくために 「荒尾市子どもの読書活動推進計画」 を策定しました。

　　今後は、この計画に基づき、将来を担う荒尾の子どもたちが一層本に親しみ、

生涯にわたる読書習慣を身に付けることができるよう、 総合的かつ計画的に推

進していきます。

　　なお、 計画書は市内小中学校や市立図書館をはじめ、 できるだけ多くの公

共施設などへ配布したいと考えています。

[ 問 ] 社会教育課　☎ 63-1681

「荒尾市子どもの読書活動推進計画」
を策定しました

「最新版　社会人のための基本マナ
ー」 （385.9 しゆ）　主婦の友社　編／
発行　　新社会人にオススメの本。 ビジ
ネスや日常のマナーの基本をおさえるこ
とができます。

「しずかに！ここはどうぶつのとしょ
かんです」 （Ｅ９ふり） ドン・フリーマン作、
なかがわちひろ訳、 BL 出版　発行

新年度、 カリーナちゃんと動物たちといっ
しょに図書館デビューしてみませんか？

これを機に

読んでみませんか？

市立図書館おススメの本

　
　

具
体
的
な
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
で
、
５
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
く

▲

[ 問 ] 市立図書館 ☎ 63-2379


